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小学生を持つ保護者対象のプログラム　（プログラム　 4－⑥　P38～ P41）

子供にとっての「携帯電話」をどう考えますか？

【プログラムのねらい】

【プログラムの展開例】（時間 60分程度）

○進め方　◎ことばかけ 留　意　点

導
入
10
分

○自己紹介をします。

○プログラムのねらいや学習の進め方につ

いて説明します。

○自己紹介やゲームを行い、緊張を和らげ

たり、参加しやすい雰囲気づくりをした

りします。

○明るく元気な話し方を心がけます。

○今日のプログラムのねらいについて、ポイン

トをしぼりわかりやすく説明します。

○参加者に気を配り、ゲームに参加できていな

い人や戸惑っている人には、明るく声かけを

して参加を促します。

○ゲームなどが終わるまでに、次の活動にス

ムーズに移れるようにグルーピングしておき

ます。

○ 1グループにつき 5～ 6人（全体の人数が

少ない場合は3～4人）を目安に編成します。

○導入で時間を取りすぎると展開やまとめの時

間が少なくなります。あらかじめ時間配分を

考えて進めていくようにします。

展
開
40
分

○「ワーク 1」の活動を説明します。エピ

ソードを読んで「ワーク 1」を行います。

◎エピソード 1を読んで、考えたことを

「ワーク 1」に記入し、グループで意見

交換しましょう。

＊ワーク 1・ワーク 2・ワーク 3共通
○共通する事柄もあれば、人や家庭によっ
て異なることがあることをお互い確認す
るようにします。
○答えに「正しい」「間違っている」とい
うことはないので、感じたことや考えた
ことを積極的に発表してほしいこと、ま
た、お互いの発表を共感的に受けとめて
ほしいことを話します。
○各グループを回り、意見交換の様子や出
されている意見の内容について把握して
おきます。

　携帯電話の普及は､ 私達の予想を大きく超えて、小中学生に浸透してきています。携帯電話はと
ても便利である反面、子供が無防備に使うことにより事件やトラブルに巻き込まれるケースが後を
絶ちません。
　携帯電話をめぐる問題を正しく理解し、子供がトラブルに巻き込まれないようにする方法につい
て学習します。
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○「ワーク 2」の活動を説明します。

◎「ワーク 2」を記入し、グループで意見

交換をしましょう。

○「ワーク 3」の活動を説明します。

◎「ワーク 3」を記入し、グループで意見

交換をしましょう。

○会場を回りながら、出されている意見は

共感的に受けとめ、コメントします。

○話し合ったことをまとめてもらい、グ

ループごとに発表し合うことをあらかじ

め知らせておきます。

○危険性について理解するために、文部科学省

から出されている「ちょっと待って、ケータ

イ」「ちょっと待って！はじめてのケータイ」

を活用し、実際に起きた事件の概要を説明し

ます。

○携帯電話の普及で大変便利になった反面、

様々な危険性もあります。持たせる場合に

は、利便性や危険性を理解した上で必要性を

判断する能力が求められていることを話しま

す。

○携帯電話を持たせる場合には、家庭で携帯電

話利用に関するルールづくりを行うことが必

要であることを説明します。

＊小学校高学年以上であれば「携帯電話の約束

（誓約書）」のようなものを書くという方法も

あります。

ま
と
め
10
分

◎今日の学習のまとめをしましょう。

○参加者一人一人に今日の学習を通して考

えたことや感想を書いてもらいます。

（ふりかえり）

○発表してもらいます。

○今日の学習を振り返り、特に印象に残ったこ

とを中心に書くように話します。

○あらかじめ、数人の方に感想を発表してもら

うようにお願いしておきます。

○発表を共感的に受け止め、発表に対して手短

にコメントします。

○「我が子を守る」ことを強調し、携帯電話の

利便性や危険性について再度確認するととも

に、持たせる場合には、親子でしっかり話し

合うことの大切さを話しまとめます。
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（誓約書例）

資 料 １

携帯電話に関する情報

○平成 23 年度児童生徒における携帯電話の利用状況等に関する調査結果について
　http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/474075.pdf
○ちょっと待って、ケータイ　 2010 年 3 月（文部科学省・財団法人インターネット協会）
　http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/1225103.htm
○ちょっと待って！はじめてのケータイ 2010 年 3 月（文部科学省・財団法人インターネッ

ト協会）　http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/1225104.htm
○「埼玉県青少年健全育成条例」において、青少年の携帯電話に保護者がフィルタリングす

ることが義務付けられました。
　http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/458236.pdf
○お子さんの携帯電話は「だいじょうぶ」ですか？（埼玉県教育委員会　保護者用リーフレッ

ト）　http://www.pref.saitama.lg.jp/uploaded/attachment/495556.pdf

資 料 ２

【小学校中学年】

○○（お父さんさん、お母さん等）と○○（お子さんの名前）のやくそく

１　とうろくされている電話番号からの電話にだけでる。

２　とうろくされている電話番号だけ電話することができる。

３　家に帰ってきたら、けいたい電話をかならず見せ、けいたい電話おき場におく。

【小学校高学年以上】

○○（お父さんさん、お母さん等）と○○（お子さんの名前）の携帯電話の約束

１　利用時間は 1 日（　　　）分以内にする。

２　食事中、勉強中、入浴中は使用しない。

３　携帯電話のフィルタリングは、はずさない。

４　ネットへのアクセスは、家族のいる居間でする。

５　夜 9 時以降は、家族のいる居間の携帯電話置き場に置く。

６　利用料金は、（　　　　）円以内にする。

７　約束を破った場合には、携帯電話を返却する。

（署名）　　子　供　の　名　前　　　　　　　親　の　名　前
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スマートフォンに関する資料

　最近、スマートフォンの持つ子供たちが急増しています。平成 24 年現在、未成年者のスマートフォ
ン所有率は、平成23年の14.4％から30.6％に上昇し、女子高校生の所有率は54.4％となっています。
しかし、スマートフォン対する大人の意識はまだまだ不十分なようです。まずは「スマートフォン」
について理解を深め、携帯電話と同様に危険性などついてもお子さんと話し合ってください。総務省
から出されている資料もありますので参考にしてください。

○　総務省　「電気通信サービスＱ＆Ａ」（平成 24 年）
　　　　　　http://www.soumu.go.jp/main_content/000162134.pdf
○　総務省　 4 月号「スマートフォンってどんなもの？」（平成 24 年）
　　　　　　http://www.soumu.go.jp/main_content/000153778.pdf
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